
石川モデルの大改革進む

スピード感で存在強く

石川県信用保証協会
新春 特別企画

石川の中小企業を支える石川県信用保証協会のビル＝金沢市尾山町

　金沢市尾山町の信用保証協会を訪れた人たちは「まる
で民間企業のようだ」と、事務所内の雰囲気の変わりよ
うに驚く。来客時には全従業員が自席を立ってあいさつ
し、帰り際には担当者がエレベーターまで見送る。竹中
博康会長が役員に就任して２年余り、大改革はあらゆる
分野で進行中である。地元経済への貢献度と実力を示す
保証債務残高は2022（令和４）年４月時点で3060億円。
1000億円近辺を低迷していたかつての面影はない。
　2020（令和２）年８月７日、北國新聞朝刊１面に「石川県
信用保証協会、全国先駆け　コロナ融資電子化」の大
見出しが躍った。この年５月から民間金融機関による無利
子・無担保融資、いわゆる「ゼロゼロ融資」が始まっ
ていたが、事業者は各自治体に売上減少を認定してもら
う必要があった。協会は自治体や金融機関と連携し、数
日かかる手続きを、全国で初めてデジタル化。最短1日
で認定する「石川モデル」は全国から注目を集めた。
　県内事業者は「相談から融資までの時間が短縮した」
と、そのスピード感に信用保証協会の存在を強く感じて
いる。石川モデルの信用保証協会大改革は今も、融資
だけでなく、金融機関との連携、経営支援、相談体制
強化ほか広範囲に及んでいる。
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信
用
保
証
協
会
は
、
中
小
企
業

な
ど
が
金
融
機
関
か
ら
事
業
資
金

の
融
資
を
受
け
る
際
に
、「
公
的

な
保
証
人
」
と
な
っ
て
金
融
の
円

滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
信
用
保
証
協
会
法
に
基
づ

く
公
的
機
関
で
あ
る
。
全
国
に
は

47
都
道
府
県
と
４
市（
横
浜
、
川

崎
、
名
古
屋
、
岐
阜
）に
計
51
の

保
証
協
会
が
あ
り
、
石
川
県
に
は

１
９
４
９（
昭
和
24
）年
に
設
立
さ

れ
、
以
来
70
年
余
に
わ
た
り
国
や

地
方
自
治
体
な
ど
の
中
小
企
業
施

策
、
金
融
施
策
を
担
っ
て
き
た
。

過
去
最
大
の
保
証
規
模

　

事
業
者
の
資
金
調
達
円
滑
化
の

業
務
は
、
一
般
に
は
目
立
た
な
い

黒
子
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
が
、

今
も
感
染
拡
大
が
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
禍
で
は
そ
の
頼
も
し
さ
が
大
き

く
注
目
さ
れ
た
。
２
０
２
０（
令

和
２
）年
度
に
石
川
県
信
用
保
証

協
会
が
行
っ
た
保
証
承
諾
規
模
は

過
去
最
大
の
２
７
４
３
億
円
で
、

北
海
道
拓
殖
銀
行
や
三
大
証
券
の

一
角
・
山
一
證
券
が
破
綻
、
自
主

廃
業
と
な
っ
た
１
９
９
８（
平
成

10
）年
の
金
融
危
機
、
２
０
０
８

（
平
成
20
）年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
世
界
的
な
経
済
危
機
時

を
大
き
く
上
回
っ
た
の
で
あ
る
。

石
川
の
中
小
企
業
支
え
て
70
余
年

コ
ロ
ナ
禍
で
見
せ
た
頼
も
し
さ      

―
石
川
県
信
用
保
証
協
会
―

　　　　　　石川モデルの大改革進む　特別企画

活気がある保証課、業務課のオフィス
＝石川県信用保証協会の１階

【石川県信用保証協会】
業務内容：�中小企業・小規模事業者の金融円滑化のために設立された公的機関
所 在 地：金沢市尾山町9番25号
代 表 者：竹中博康会長
基本財産（資金規模）：206億円
保証債務残高（保証規模）：3060億円
保証利用企業数：1万4080社
役職員数：78人
電　　話：076－222－1511（代表）
U R L：https://www.cgc-ishikawa.or.jp

友だち追加は
こちらから

協会のYouTubeチャンネ
ルから経営支援事例の動画
を視聴できます
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石
川
県
内
の
中
小
企
業
は
２
０
１
８（
平
成
30
）年

11
月
の
調
査
で
４
万
４
３
０
社
あ
っ
た
も
の
の
、
現

在
は
廃
業
な
ど
で
４
万
社
を
切
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
石
川
県
信
用
保
証
協
会
を
利
用
し
て
い
る
企
業

は
21（
令
和
３
）年
に
１
万
４
０
７
４
社
を
数
え
、
実

に
35
％
を
超
え
た
。
こ
の
う
ち
の
９
７
８
９
社

（
69
・
５
％
）が
い
わ
ゆ
る
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
を
利

用
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
石
川
の
地
域
経
済
が
い

か
に
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ
が
急
停
止

　
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
は
、
20（
令
和
２
）年
５
月
か

ら
翌
年
３
月
末
の
受
付
を
も
っ
て
終
了
し
た
。
21

（
同
３
）年
末
時
点
の
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
保
証
債
務

残
高
は
１
万
１
１
１
３
件
、
１
８
３
１
億
４
７
０
０

万
円
で
あ
り
、
業
種
別
で
は
①
建
設
業
23
％
②
製
造

業
21
％
③
サ
ー
ビ
ス
業
18
％
④
飲
食
業
12
％
と
続
い

た
。
19（
同
元
）年
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り

県
内
企
業
は
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
急
停
止
し
売
上

が
減
少
。
中
で
も
対
面
型
の
観
光
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
、

外
食
な
ど
飲
食
業
は
売
上
が
ま
っ
た
く
望
め
な
い
状

況
と
な
り
、
県
信
用
保
証
協
会
は
迅
速
な
資
金
供
給
、

資
金
繰
り
支
援
を
最
優
先
し
た
。
人
間
の
血
液
に
も

例
え
ら
れ
る
「
資
金
繰
り
」
を
支
え
る
こ
と
に
最
大

限
の
力
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。

資
金
シ
ョ
ー
ト
の
倒
産
な
し

　

さ
ら
に
県
信
用
保
証
協
会
で
は
「
つ
な
ぎ
融
資
制

度
」
を
活
用
し
た
こ
と
で
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
に
よ
る

企
業
倒
産
は
１
件
も
出
さ
な
か
っ
た
。「
つ
な
ぎ
融

資
制
度
」
は
、
全
国
的
に
も
稀ま

れ

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

に
協
会
と
県
内
の
各
金
融
機
関
が
築
き
上
げ
て
き
た

信
頼
関
係
の
証
左
で
も
あ
っ
た
。

企
業
の「
血
液
」資
金
繰
り
を
最
優
先
に
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保証承諾（億円）

保証承諾

保証債務残高（億円）

保証債務残高

製造業
21％

建設業
23％

卸売業
8％

小売業
12％

飲食業
12％

サービス業
18％

その他
6％

（2021年3月末）

　　　　　　石川モデルの大改革進む　特別企画

石川県信用保証協会

保
証
承
諾
規
模
急
増
が
示
す
コ
ロ
ナ
禍
の
危
機

2020年8月7日の北國新聞

保証実績の推移

ゼロゼロ融資の保証利用状況（業種）
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無
利
子
期
間
終
了
で
元
金
返
済
も

　

県
信
用
保
証
協
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
く
こ
と

を
想
定
し
て
据
置
期
間
の
３
年
間
を
「
経
営
支
援
強

化
期
間
」
と
し
、
県
内
各
金
融
機
関
に
対
し
て
地
域

の
総
力
を
挙
げ
て
の
事
業
者
支
援
を
呼
び
か
け
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
３
年
据
置
の
事
業
者
が
「
ゼ
ロ
ゼ

ロ
融
資
」
利
用
の
９
７
８
９
社
中
、
４
９
５
６
社

（
51
％
）に
上
っ
た
。
そ
の
無
利
子
期
間（
３
年
間
）が

22
年
度
で
終
了
し
23
年
５
月
か
ら
順
次
、
元
金
返
済

の
負
担
が
加
わ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
事
業
者
に
は
職

員
が
直
接
声
か
け
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
自
社
の
経
営
状
況
を

把
握
し
、
元
金
返
済
の
開
始
時
期
に
備
え
る
よ
う
促

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
年
度
に
向
け
て
最
も
重
要

視
し
て
い
る
の
が
経
営
支
援
で
あ
る
。

本
業
で
利
益
出
せ
る
よ
う
に

　

18（
平
成
30
）年
に
信
用
保
証
協
会
法
が
改
正
さ
れ
、

信
用
保
証
協
会
の
業
務
が
拡
充
さ
れ
た
。
従
来
の
信

用
保
証
と
い
う
資
金
繰
り
支
援
に
加
え
、
中
小
企
業

本
業
支
援
、
経
営
支
援
業
務
が
法
律
上
に
明
記
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
「
資
金
繰
り
だ
け
で
な
く
、
本
業
で
し
っ
か
り
と

利
益
を
出
せ
る
よ
う
に
手
伝
う
」（
担
当
者
）の
が

経
営
支
援
、
本
業
支
援
で
あ
り
、
県
信
用
保
証
協
会

は
率
先
し
て
専
門
家
派
遣
事
業
、
女
性
支
援
チ
ー

ム
設
置
、
創
業
支
援
な
ど
の
経
営
支
援
業
務
を
行
っ

て
き
た
。
し
か
も
全
て
が「
伴
走
体
制
」を
と
っ
て

お
り
、
決
し
て
丸
投
げ
に
は
し
な
い
。
事
業
部
に
経

営
支
援
課
と
い
う
専
門
部
署
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

メ
ン
バ
ー
も
今
年
度
は
11
人
体
制
に
拡
充
し
た
。
ま

た
、北
陸
初
の
女
性
支
援
チ
ー
ム「
エ
ク
ー
ト
」（
フ

ラ
ン
ス
語
で
「
耳
を
傾
け
る
」
の
意
）は
７
人
体
制

で
女
性
創
業
者
、
女
性
経
営
者
の
支
援
に
当
た
っ
て

い
る
。

そ
の
道
の
プ
ロ
派
遣
も

　
「
そ
の
道
の
プ
ロ
事
業
」
と
呼
ば
れ
る
専
門
家
派

遣
事
業
で
は
中
小
企
業
診
断
士
に
加
え
、
２
年
前
か

ら
は
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

伴
走
体
制
で
多
彩
な
経
営
支
援
メ
ニュ
ー

石川県信用保証協会
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4,000

5,000

6,000

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

無利子期間

（2021年3月末）

（社）

女性支援チーム「エクート」の研修会

専門家派遣を説明するチラシ

セルフチェックシート 事業者の企業を訪問し経営支援にあたる職員

ゼロゼロ融資の企業者別元金返済開始年度

北
陸
初
の
女
性
支
援
チ
ー
ム「
エ
ク
ー
ト
」も

　　　　　　石川モデルの大改革進む　特別企画

私たちはプロの分析でサポートしてもらいました!

飲食店の業務を効率化! ものづくりの仕組みを改善!

日常業務をITでスムーズに! 店内のデザインでイメージアップ!

中小企業診断士 フード
コンサルタント

中小企業診断士 ディスプレイアドバイザー

製造業コンサルタント

現状の課題の洗い出し 現場改善

●原価計算を踏まえた新メニュー開発により「イチオシ商品」も決まり、
　メニューブックの見直しも行った。
●導線の改善により提供時間が安定した。

お客様
の声

●原価管理ができていない（原価50％と高め）
●提供時間が長い…………ランチ時のお客様が求めるスピード感に対応できず
●おすすめ商品の不在 …… 何を食べてほしいかがわからない

課題課題

実施内容 オペレーション、
導線の見直し 原価計算 メニューの

見直し、作成

●オペレーションや導線の見直しに伴い作業の無駄がなくなり生産能力が
　向上した。
●サービス売上と比例し自社製品の売上も好調。　※改造費の金融支援も実施

お客様
の声

●事業承継時に始めたサブスクのサービスが大ヒット。
●サービス開始時の想定を大きく上回る受注に対応するため、製造ラインや
　作業工程の見直しが必要となった。

課題課題

実施内容 オペレーション、
導線の見直し 5Sの徹底 無駄の低減

●作業時間が大幅に削減され、事務負担の軽減となった。

●過去の作業実績がデータで蓄積されるため、見積書作成も容易となった。
お客様
の声

●事務作業を社長と事務員1名の計2名で行っている。

●作業の日報や帳簿は全て手書きであり、事務負担が重く時間がかかっていた。
課題課題

実施内容 会計ソフト
freeeの導入 作業日報の電子化

ディスプレイの
基本、店内ルールを
従業員全員で共有

季節ごとにイベントを
実施し、季節感のある
店舗作りを行った

●商品陳列棚がスッキリとし、見やすくなった。

●お客様の購買率の改善が見込まれる。
お客様
の声

●魅力的な商品陳列、ディスプレイになっていない。

●店舗リニューアルに向けて、自社の良さが伝わるような店舗作りが必要。
課題課題

実施内容

たとえば…
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竹
中
会
長
は
、
21
年
度
を
初
年
度
と
す
る
県
信
用

保
証
協
会
の
３
カ
年
計
画
の
最
初
に
「
中
小
企
業
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
逆
境
力
）を
後
押
し
す
る
経
営
支

援
」
を
掲
げ
て
い
る
。
中
小
企
業
の
心（
マ
イ
ン
ド
）

ネ
ー
タ
ー
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
い
っ
た
現
場
改
善
の
プ
ロ
た
ち
を
登
録

し
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
体
勢
を
充
実
さ
せ
た
。
担
当
者
は

と
体（
本
業
）を
支
え
よ
う
と
い
う
信
念
か
ら
で
あ
り
、

信
用
保
証
協
会
を
「
地
域
に
お
け
る
ハ
ブ
機
能
」
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
国
や
地
方
自
治
体
と
密
接
な
関

係
に
あ
り
、
金
融
機
関
、
支
援
機
関
、
事
業
者
と
も

接
し
て
い
る
と
の
自
覚
か
ら
で
、
人
材
育
成
や
情
報

シ
ス
テ
ム
の
連
携
な
ど
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
で
実

を
結
び
つ
つ
あ
る
。

信
用
金
庫
職
員
と
の
相
互
理
解

　

22
年
度
、
全
国
初
の
取
り
組
み
と
し
て
県
内
４
信

用
金
庫
か
ら
若
手
職
員
の
派
遣
を
受
け
た
。
信
用
金

庫
職
員
を
対
象
と
し
た「
事
業
者
支
援
ト
レ
ー
ニ
ー
制

度
」は
、
県
内
各
信
用
金
庫
と
信
用
保
証
協
会
と
の

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル（
円
卓
会
議
）が
き
っ
か
け
と
な

り
創
設
さ
れ
た
。
信
金
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
は
、

専
門
家
ら
に
よ
る
事
業
者
訪
問
に
同
行
し
経
営
支
援

を
学
ん
で
い
る
ほ
か
、
保
証
審
査
業
務
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
る
。

「
地
域
総
力
戦
」を
想
定

　

23
年
度
を
目
途
に
積
極
的
に
進
め
て
い
る
県
信
用

保
証
協
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
単
な
る
ペ
ー
パ
ー
レ

「
資
金
繰
り
支
援
は
血
液
中
の
酸
素
、
経
営
支
援
や

本
業
支
援
は
栄
養
素
の
よ
う
な
も
の
」
と
捉
え
、「
経

営
に
迷
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
し
た
時
は
相
談
し
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
る
。

ス
化
で
は
な
く
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
「
ク
ラ
ウ
ド

化
」
ま
で
目
指
し
て
い
る
。
既
に
、
地
方
銀
行
の
中

で
は
先
進
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
北
國
銀

行
と
は
「
顧
客
情
報
共
有
」
を
目
指
し
て
連
携
し
て

い
る
。
保
証
協
会
の
職
員
た
ち
が
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
P
C
を
携
え
、
外
部
か
ら
の
電
話
に
も
す
ぐ
に

対
応
す
る
日
も
遠
く
な
い
。
竹
中
会
長
は
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
は
「
地
域
総
力
戦
」
と

な
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、「
全
て
は
地
域
の
事

業
者
を
支
え
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手

段
」
と
説
明
し
た
。

顧
客
情
報
を
共
有
、
シ
ス
テ
ム
・
ク
ラ
ウ
ド
化
へ

　　　　　　石川モデルの大改革進む　特別企画

石川県信用保証協会

信用金庫女性職員との交流会で話し合う職員信用金庫職員と経営支援について意見交換する職員

北國銀行と業務が連携できる端末

「
地
域
の
ハ
ブ
機
能
」自
覚
し
多
彩
な
手
段
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　　　　　　石川モデルの大改革進む　 インタビュー◉会長に聞く特別企画

石川県信用保証協会

化
を
稼
働
さ
せ
た
。
急
い
で
や
ら

な
い
と
信
用
保
証
協
会
の
存
在
意

義
が
な
く
な
る
と
思
っ
た
。

地
域
経
済
は
Ｋ
字
形
に
二
極
化

―
県
内
企
業
の
今
の
経
営
環

境
を
ど
う
見
て
、
協
会
と
し
て
い

か
に
備
え
て
い
る
の
か
。

竹
中
会
長　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
売

上
急
減
に
加
え
、
原
油
や
原
材

料
・
電
気
料
金
の
高
騰
、
円
安
に

よ
る
収
益
の
悪
化
で
、
経
済
は
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｋ
の
形
の
よ
う

に
二
極
化
し
て
い
る
。
ゼ
ロ
ゼ
ロ

融
資
や
支
援
金
・
協
力
金
で
県
内

企
業
を
支
え
て
き
た
が
、
こ
こ
に

き
て
内
需
型
産
業
は
事
業
継
続
マ

イ
ン
ド
が
低
下
し
て
い
る
。

　

協
会
と
し
て
は
当
面
、
資
金
繰

り
支
援
な
ど
の
下
支
え
施
策
は
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
し
、
経
済
環

境
の
変
化
へ
の
適
応
を
後
押
し
す

る
価
格
転
嫁
、
業
態
転
換
、
事
業

変
革
な
ど
の
施
策
も
重
要
に
な
る

だ
ろ
う
。

　

金
融
危
機
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、
コ
ロ
ナ
禍
と
景
気
の
悪
化
は

「
急
い
で
や
ら
な
い
と
」

―
コ
ロ
ナ
禍
の
融
資
申
し
込

み
が
殺
到
す
る
中
で
20
年
８
月
、

認
定
の
電
子
化
は
全
国
に
先
駆
け

た
「
石
川
モ
デ
ル
」
と
し
て
北
國

新
聞
の
１
面
に
掲
載
さ
れ
、
ス
ピ

ー
ド
感
が
話
題
と
な
っ
た
。

竹
中
会
長　

こ
れ
ま
で
に
信
用
保

証
協
会
の
記
事
が
北
國
新
聞
の
１

面
に
載
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最

初
は
県
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
１

日
数
人
程
度
だ
っ
た
の
が
、
し
ば

ら
く
す
る
と
感
染
拡
大
で
人
も
物

も
金
も
一
気
に
止
ま
っ
た
。
５
月

か
ら
無
利
子
、
無
担
保
、
保
証
料

な
し
と
い
う
前
代
未
聞

の
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」

が
始
ま
っ
た
が
、
国
が

手
続
き
を
電
子
化
す
る

モ
デ
ル
を
探
し
て
お
り
、

県
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
コ
ロ
ナ
融
資
の
電
子

ほ
ぼ
10
年
ス
パ
ン
で
起
き
て
い
る
。

県
の
商
工
労
働
部
長
だ
っ
た
２
０

０
９（
平
成
21
）年
に
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
を
ま
と
も
に
経
験
し
、
今

回
は
コ
ロ
ナ
禍
。
私
が
新
し
い
仕

事
に
就
く
時
に
、
必
ず
大
き
な
こ

と
が
あ
る
か
ら
不
思
議
だ
。
こ
れ

も
巡
り
合
わ
せ
か
な
。

人
材
育
成
に
は
人
間
関
係

―
職
場
の
雰
囲
気
が
民
間
企

業
の
よ
う
に
な
っ
た
と
耳
に
す
る
。

竹
中
会
長　

県
庁
時
代
も
そ
う
だ

っ
た
が
、
今
で
も
職
員
の
各
フ
ロ

ア
を
最
低
で
も
一
日
に
一
度
は
回

っ
て
声
を
か
け
て
い
る
。
も
う
少

し
何
と
か
し
た
い
と
思
う
と
、
見

て
見
ぬ
ふ
り
が
で
き
な
い
性
分
な

の
で
、
当
然
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
大
事
に
な

る
。
コ
ロ
ナ
下
の

仕
事
も
経
験
し
若

い
職
員
に
自
覚
が

生
ま
れ
た
と
思
う
。

若
い
職
員
た
ち
は

社
会
貢
献
の
一
環

で
年
に
２
回
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
ク
リ
ー
ン
ビ
ー
チ
活
動
、
マ
ラ

ソ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
自
発
的
に

行
っ
て
い
る
。

目
的
は
事
業
者
の
収
益
力
回
復

―
そ
の
道
の
プ
ロ
事
業
、
女

性
支
援
チ
ー
ム
「
エ
ク
ー
ト
」
な

ど
多
彩
な
経
営
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
。

竹
中
会
長　

17
年
ま
で
、
保
証
協

会
の
業
務
は
保
証
す
る
だ
け
だ
っ

た
。
だ
が
、
法
律
が
変
わ
っ
て
、

経
営
支
援
も
し
な
さ
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
経
営
支

援
に
力
を
入
れ
、特
に
コ
ロ
ナ
に

な
っ
て
か
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
も
お

客
様
の
所
に
出
向
き
、
保
証
協
会

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
支
援
で
金
融

機
関
と
補
い
合
っ
て
い
る
。

　

よ
く
伴
走
支
援
と
い
う
言
葉
を

聞
く
と
思
う
が
、
事
業
承
継
、
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
様
々
な
局
面
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
く
ま
で
手
段
に
す

ぎ
な
い
。
目
的
は
事
業
者
の
収
益

力
回
復
、
環
境
の
変
化
に
負
け
な

い
収
益
力
向
上
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
信
用
保
証
協
会
は
そ
の
使
命
を

果
た
す
べ
く
、
職
員
一
丸
と
な
り

地
域
社
会
、
地
域
経
済
の
維
持
・

発
展
に
尽
く
し
た
い
。

1950（昭和25）年七尾市（旧中島町）
生まれ。1973（同48）年専修大学経
営学部卒、石川県入庁。管財課長時
代に県庁移転を担当し、企画振興部
次長、商工労働部長、県教育長などを
歴任した。2012（平成24）年から副
知事を2期務め20（令和2）年任期満
了退任後、石川県信用保証協会副会
長、同年9月から現職。

清掃ボランティアに汗を流す職員

　

石
川
県
信
用
保
証
協
会
の
会
長
に
就
い
て
２
年
余
、コ
ロ
ナ
下
の
経
済
界

の
苦
境
も
あ
って
か
、過
去
に
こ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
協
会
の
ニュー
ス
が
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。信
用
保
証
協
会
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
わ
な
い
と
良
い
施
策
が
生
き
な
い
、と
会
長
自
ら
が
率
先
し
て
認
知
度

ア
ッ
プ
に
汗
を
流
し
て
い
る
。長
年
の
県
庁
務
め
の
後
の
仕
事
も
決
し
て

「
隠
居
仕
事
」に
出
来
な
い
律
義
さ
ゆ
え
か
、大
学
ま
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
だ
っ
た
体
育
会
系
な
ら
で
は
の
気
質
な
の
か
。「
昔
か
ら
、火
中
の
栗
を

拾
う
性
格
な
ん
や
わ
」と
豪
語
す
る
元
気
さ
で
協
会
を
引
っ
張
り
、「
お
客

様
第
一
主
義
」の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
は
職
員
ら
に
も
浸
透
し
て
い
る
。

信
用
保
証
協
会
の
存パ

ー

パ

ス

在
意
義
示
す

チ
ー
ム
で「
お
客
様
第
一
主
義
」前
面
に

年 内　容

1949 昭和24 ４月20日、社団法人石川県信用保証協会設立金沢市尾山町９番13号、石川県商工会議所２
階で業務開始

1950 25 財団法人石川県信用保証協会設立

1955 30 全国信用保証協会連合会設立

1956 31 12月15日、金沢商工会議所３階に事務所移転

1958 33 10月１日、金沢商工会議所別館に事務所移転

1959 34 保証債務残高10億円

1975 50 現在の金沢市尾山町９番25号に移転

1998 平成10 中小企業金融安定化特別保証制度の実施

2008 20 景気対応緊急保証制度

2011 23 東日本大震災復興緊急保証制度創設

2015 27 専門家派遣事業を開始

2016 28 新基幹業務システム（コモンシステム）移行

2018 30 女性支援チーム（愛称：エクート）結成専門家集団にその道のプロが加わる

2019 31 創立70周年

2020 令和２ 新型コロナウイルス感染症緊急特別融資保証制度（ゼロゼロ制度）創設

石川県信用保証協会のあゆみ

石
川
県
信
用
保
証
協
会
会
長　

竹た
け

中な
か 
博ひ

ろ

康や
す

氏
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